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●国家公務員

　○国家公務員の種類

　　・特別職－国公法第２条第３項で掲げられている職
　　・一般職－特別職以外の職

　○国家公務員法
・平等取扱の原則(２７条)

　　「すべて国民は、この法律の適用について、平等に取り扱われ、人種、信条、性別、社会的身分、門地…政治的意見若しくは政治的所属関係によつて、差別されてはならない。」
　　・任免の根本基準(３３条１項)

　　「すべて職員の任用は、この法律及び人事院規則の定めるところにより、その者の受験成績、勤務成績又はその他の能力の実証に基づいて、これを行う。」

　　→規則：効力的には国会の制定する法律に劣る。

　　→人事院規則八－一八８条が国家公務員試験について、外国人を一般的に受験資格から排除している。
●国民主権

　○主権の意味

　　①国家権力そのもの(=統治権)

②国家権力の最高独立性

③国政についての最高決定権

　　→国民主権の国家においては、③の意味の主権は国民に帰属するが、①の意味での主権を実際に行使するのは議会・内閣・裁判所などの国家機関である。

　○国民主権の意味

　　「主権」を持つ「国民」とは

　　①国籍保有者

　　②有権者総体

　　③外国人も含まれる
